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１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

達成状況
の分析

1　台風災害により林道等が被災し、事業が計画どおり実施できなかったため目標値を下回った。
2　再造林面積は目標の300haに対して212ha（達成率71％）となり目標値は下回ったが、主伐期を迎えた森林を確実に更新
　 させていくために計画的な森林整備の推進に努めたい。
3　集計中（10月確定予定）
4　森林・林業への理解の役立度（アンケート）は目標90％に対して93％（達成率103％）の実績となり、県民が協働して
   森林を守り育てる意識の醸成に貢献した。

主な取組

✔　間伐をはじめとする森林整備の実施
　　　・計画的な間伐を行うことで、健全な森林を育成
　　  ・森林づくり県民税を活用した主要なライフライン
　　  　に接する倒木対策を実施

✔　主伐・再造林の推進、優良な苗木の生産
　　　・「伐って、植えて、育てる」という森林・林業の
　　　　サイクルを確実に行うため、主伐・再造林を推進
　　　　するとともに優良な苗木を生産

今後、事業
をどのよう
にしていき
たいか

課　　題　　等 今後の方向性

20.10 20.10職員数（人）

・ 戸隠森林植物園・森林学習館の利用者の確保 ・ＮＰＯ法人やボランティア団体と協働でＨＰ等を活用
　した情報発信を行い、利用者の増加に取組む。
　（ただし、新型コロナウィルス感染症拡大防止対策を
　　最優先）

成果指標
設定理由

1　　健全な森林を維持するため、計画的な実質等が必要な間伐面積を設定（長野県総合５か年計画に基づく）
2、3 主伐期を迎えた森林を必要な時期に確実な更新を進めるため、再造林面積及び優良な苗木を確保する需給量を設定
　　（長野県総合５か年計画に基づく）
4　　県民が協働して森林を守り育てる意識の醸成のため、戸隠森林植物園・森林学習館利用者アンケートの森林・林業へ
     の理解の役立ち度を設定（前年度と同率の目標値とした）

・ 事業の早期執行 ・計画的かつ効率的な執行により必要な森林整備を実施

93%85%

・ 今後、増大する見込みのある再造林に対応すすため需給調
   整の精度向上

・必要な苗木を確保するため、関係機関と需給調整方法
　の検討など必要な対策を行う。

96%

2,017,204前年度繰越

予
算
額

現計予算 4,433,027

6,393,276

－

未達成

300ha

9,029ha 8,854ha

191ha

92万本

9,100ha

4,023,2744,221,057

うち一般財源 1,273,145 1,661,684

合計（A)

事業の現状

・目指す姿
(予算編成時)

【現　　状】
　・県内民有林66万1千haのうち37万6千haについて、計画的な森林整備（間伐等）に努めている。
　　[H30年度　間伐見込み　9,300ha]
　・今後、主伐に伴う再造林の増加が見込まれていることから、優良な種子採取、苗木の供給に努めている。
　　[H30需給量見込み　100万本]
　・森林の有する多面的機能等への理解を深め、森林を守り育てる県民意識の醸成に努めている。
  　[H30年度戸隠森林植物園・森林学習館利用者アンケート　理解役立ち度　90％]
　・林業公社への貸付金について、「経営改革プラン」に基づく経営改革を推進し、県民負担を軽減するため
　　の取組を進めている。
【目指す姿】
　　計画的かつ適切な森林整備を推進することで、森林の有する多面的機能の増進を図るとともに、地域ぐる
　みで里山林等の整備を進め、森林を健全な姿で次の世代に引き続く社会を目指す。また、適切な更新を図る
　ため、再造林の推進及び植栽に必要な優良苗木の確保に努めるほか、緑化思想の普及啓発のため森林環境教
　育を行う県民の森等を管理運営し、県民が協働して森林を守り育てる意識を醸成する。
【実施内容】
　　間伐や再造林等森林整備の計画的な推進、優良苗木の需給調整　　など

区分（単位：千円） H30年度 R１年度

No 成果指標

1

林業用苗木需給量
（本数）

212ha 未達成-

101万本 集計中
（10月予定）

H30年度 R１年度

-
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shinrin@pref.nagano,lg.jpE-mail

総合５か年計画（しあわせ信州創造プラン2.0）
８つの重点目標 1.労働生産性

課・室

事業番号 10 04 04 事業改善シート （令和元年度実施事業分）

事　業　名 信州の豊かな森林づくり推進事業
部局 林務部

実施期間 S41

総合的に展開する
重点政策

2-4 収益性と創造性の高い農林業の推進

105万本

H29年度

7,245
（速報値）

1,897,110

森林づくり推進課

達成状況

 決　算　額（B）

6,330,137

4,376,072

指標及びその達成状況

90%

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

4

間伐面積（ha）

3

森林・林業への理解
の役立ち度（アン
ケート）

2 再造林面積（ha）

達成

目標値

間伐後の森林 ライフライン沿いの倒木処理

主伐された森林 カラマツのコンテナ苗木
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1 林業公社貸付金 貸付金
「経営改革プラン」に基づく経営改革推進のため、分収林事業の見直
しを進め、必要な経費の一部の貸し付けを実施
【貸付金：1,354,597千円】

2
森林整備合理化計画推進
事業

補助金
「経営改革プラン」に基づく経営改革推進のため、公社が借り受ける
有利子資金に対して国の規定に基き、一定の利子助成を実施
【補助金額：10,630千円】

決　算 決　算

4
林業公社貸付金、森林整備合理化計画推進事業
（林業公社事業関係）

1,195,786 1,365,227

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

2
林業用優良苗木生産指導
事業

直接
林業用優良苗木の安定生産・供給のため、採種園造成のための母樹の
購入や、既存採取園の母樹の管理・更新及び特定母樹の導入等を実施
【特定母樹等購入数：740本】

3
林業用優良苗木生産指導
事業

補助金
林業用優良苗木の安定生産・供給のため、種苗表示検査や低コスト苗
木の生産基盤整備を支援【補助金額：4,248千円】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度

3
千円

細事業
No.

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
林業用優良苗木生産指導
事業

委託

14,244 16,489

千円

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

林業用優良苗木生産指導事業

林業用優良苗木の安定生産・供給のため、優良な種子を確保するとと
もに、需用増が見込まれるスギの採取園の造成とカラマツの採種園を
整備【整備面積：1.35ha】

2
4,093 180

千円 千円
低コスト造林事業一貫作業システム導入モデル促進事業

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
低コスト造林事業一貫作
業システム導入モデル促
進事業

委託
これまでに収集したデータを元に主伐から再造林まで一貫して行う低
コスト造林の普及・定着を図るためのパンフレット等を作成し、林業
事業体等へ配布【作成部数：1,300部】

防災・減災及び多面的な森林資源の利活用を図るため、里山等におけ
る地域ぐるみの整備を支援【森林整備面積：集計中】

寄付金を活用して、山仕事に意欲のあるＩ・Ｕターン者など多様な担
い手の参加の下で「記念林」となる森林整備を実施
【森林整備面積：1.2ha】

Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

細事業名

千円

信州の森林づくり事業、みんなで支える里山整備事業、グ
レースの森創生事業（森林整備事業関係）

補助金

補助金

林務部 課・室 森林づくり推進課

細事業
No.

部局事　業　名 信州の豊かな森林づくり推進事業

□当初要求　□当初予算案　□補正予算案　　■点検

細事業名

事業番号 10 04 04 細事業一覧 （令和元年度実施事業分）

1
2,993,580 2,626,422

千円

Ｈ30年度
決　算

Ｒ１年度
決　算

補助金

令和元年度　実施内容（実績）

森林の有する県土の保全、水源の涵養等の多面的機能の維持・増進を
図るとともに防災・減災を目的とした森林整備（間伐等）の実施及び
間伐材の有効利用を図った。【森林整備面積：集計中】

細事業
No.

No.

1

2

3

実施
方法

細事業を構成する主な取組

信州の森林づくり事業

みんなで支える里山整備
事業

グレースの森創生事業
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3 緑化推進事業 負担金
公益財団法人日本さくらの会の賛助会員会費を負担
【負担金額：70千円】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

6
県民の森管理事業、戸隠森林植物園・森林学習館管理事業
（県有施設管理事業関係）

10,744 12,215

千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 緑化推進事業 直接
ふるさとの森づくり県民の集い（県植樹祭）を令和元年６月８日
（土）に開催

2 緑化推進事業 補助金
市町村等による植樹・育樹活動の支援（補助金交付先はふるさとの森
づくり県民の集い地区実行委員会）を実施【開催地区数：１地区】

Ｒ１年度

5 緑化推進事業
千円 千円

613 431

千円 千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1
地球温暖化防止吸収源対
策推進事業

直接

民間企業等のＣＳＲ活動を「見える化」するため、「森林（もり）の
里親促進事業」で間伐等を実施した森林のＣＯ２吸収量を県が評価・
認証を実施【認証件数：10件】

2
森林災害予防普及啓発事
業

直接
林業者の経営安定につながる森林保険加入促進のため、普及啓発物品
の作成・配布及び林業業界誌に広告を掲載するなど広報活動を実施
【広報回数：１回】

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度
決　算 決　算

1,997 2,310

細事業
No.

細事業名
Ｈ30年度 Ｒ１年度
決　算 決　算

5
地球温暖化防止吸収減対策推進事業、森林災害予防普及啓発
事業（普及啓発事業関係）

2
戸隠森林植物園・森林学
習館管理事業

直接
戸隠森林植物園・森林学習館（長野市）の活用促進のためのイベント
を年１回開催
【開催年月日:令和元年７月21日（日）】

3
戸隠森林植物園・森林学
習館管理事業

委託
戸隠森林植物園・森林学習館の維持管理を長野市へ委託
【委託金額：7,593千円】

千円

No. 細事業を構成する主な取組
実施
方法

令和元年度　実施内容（実績）

1 県民の森管理事業 直接
県民と森林のふれあいの場の提供及び森林の多面的機能に対する理解
促進のため、県下２箇所の県民の森を管理運営
【管理費：2,809千円】

3/3


